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そ
の
上
に
、
皆
様
方
か
ら
一
点
で
も
多
く
の
出
品
を
、
お

願
い
で
き
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
聞
紙
上
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
南
京
市
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
『
愛
知
県
・

江
蘇
省
友
好
書
道
展
』
は
、
本
年
愛
知
県
に
於
い
て
、
中
日

書
道
展
と
の
同
時
開
催
が
、
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
中
日
書

道
会
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
愛

知
県
に
対
し
協
力
を
要
請
し
て
お
り
ま
す
。
日
中
の
共
通
芸

術
で
あ
る
『
書
』
を
通
じ
て
の
友
好
展
が
、
名
古
屋
に
於
い

て
行
わ
れ
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
上
も
な
く
意
義
深
い
事
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

先
号
に
引
き
続
き
、
ご
出
品
頂
き
ま
し
た
諸
先
生
方
の
力

作
を
、
展
覧
会
に
先
駆
け
て
掲
載
し
、
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
並
び
に
、
愛
知
県
・
江
蘇
省
友

好
書
道
展
を
成
功
裡
に
導
く
た
め
に
は
、
会
員
お
一
人
お
一

人
の
ご
理
解
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年

度
、
最
も
貴
重
な
事
業
に
対
し
て
の
ご
協
力
を
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

春
爛
漫
の
心
沸
き
立
つ
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
と
な
っ
て
、
新
た
な
道
で
の
出
会
い
や
希
望
に
胸

膨
ら
ま
せ
て
お
い
で
の
方
も
あ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

先
の
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選
手
の
活
躍
を

願
い
な
が
ら
懸
命
に
、
応
援
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
平
常
心

で
粛
々
と
目
の
前
を
見
つ
め
、
不
安
に
打
ち
勝
つ
た
め
に

「
不
断
の
努
力
」を
さ
れ
た
方
々
に
多
く
の
栄
光
が
輝
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

中
日
書
道
会
に
於
い
て
も
、
平
成
三
十
年
度
の
様
々
な
事

業
を
見
据
え
、
会
員
一
同
「
一
致
団
結
」
し
て
、
有
言
実
行

を
目
指
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

第
六
十
八
回
中
日
書
道
展
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
運
営

委
員
会
で
の
、
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
に
基
づ
く
実
行
計
画

を
、
各
担
当
部
長
・
副
部
長
・
主
任
・
協
賛
業
者
の
方
々
と

行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
展
覧
会
運
営
が
出
来

る
よ
う
、
会
員
の
皆
様
と
実
行
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
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平
成
二
十
九
年
度
第
四
回
理
事
会
内
容
（
抜
粋
）

�	

第
六
十
八
回
中
日
書
き
ぞ
め
展
・
受
賞
者

�	

支
部
だ
よ
り
（
下
半
期
）

�	

第
三
十
五
回
読
売
書
法
展	

第
七
十
回
毎
日
書
道
展　

当
番
審
査
員

�	

第
三
十
回
書
道
教
育
研
修
会
の
ご
案
内

団 体 署 名�
実 施協力中

理
事
長

�

関
根
玉
振

平
成
二
十
九
年
度

　
第
四
回
理
事
会 

開
催

　

本
年
度
第
四
回
の
理
事
会
が
理
事
二
十
九
名
、

監
事
三
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
野
楠
亭
副
理
事
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
関
根

玉
振
理
事
長
の
挨
拶
の
の
ち
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、

評
議
員
の
承
認
、
正
会
員
の
承
認
、
顧
問
の
承
認
、

中
日
書
道
展
の
審
査
会
員
昇
格
、
依
嘱
特
別
昇
格

が
示
さ
れ
、
熱
心
か
つ
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
の
こ
と
ば
は
松
下
英
風
副
理
事
長
。�

内
容
の
詳
細
は
Ｐ
９
～
15
に
記
載

日
時
　
平
成
三
十
年
一
月
十
四
日
（
日
）

場
所
　
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

平
成
二
十
九
年
度

　
評
議
員
会 

開
催

　

本
年
度
評
議
員
会
が
三
三
三
名
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
仙
游
副
理
事
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
安
藤
滴
水
名
誉
副
会
長
の
挨
拶

の
の
ち
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

関
根
玉
振
理
事
長
が
議
長
と
な

り
、
先
に
開
催
の
理
事
会
の
決
定
事

項
の
報
告
会
と
い
う
形
で
開
催
さ

れ
、
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
の
こ
と
ば
は
岡
野
楠
亭
副
理

事
長
。

日
時
　
平
成
三
十
年
二
月
十
八
日
（
日
）

場
所
　
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
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平
成
二
十
九
年
度 

講
演
会
を
開
催
し
て

厚
生
部
長
　
古

川

昇

史

研
究
部
長
　
武

内

峰

敏

　

去
る
二
月
十
八
日
（
日
）
平
成
二
十
九
年
度
評
議
員
会
懇
談
会
が
、
三
六
八
名
の
多
く
の
出
席
者
で
名
古
屋

観
光
ホ
テ
ル
三
階
那
古
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
英
風
副
理
事
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
本
会
名
誉
副
会
長
鬼
頭
翔
雲
先
生
か
ら
の
ご
挨
拶
を
戴
き

ま
し
た
。
ご
来
賓
、本
会
役
員
の
皆
様
の
ご
紹
介
の
後
、褒
賞
部
長
よ
り
平
成
二
十
九
年
度
改
組
新
第
四
回
日
展

審
査
員
、
特
選
、
初
入
選
者
、
第
三
十
四
回
読
売

書
法
展
準
大
賞
、
新
聞
社
賞
受
賞
者
の
皆
様
に
、

樽
本
樹
邨
名
誉
会
長
代
行
と
鬼
頭
翔
雲
名
誉
副
会

長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
、
花
束
、
ブ
ー
ケ
、
記
念
品
が

授
与
さ
れ
、
続
い
て
乾
杯
の
ご
発
声
を
樽
本
樹
邨

名
誉
会
長
代
行
よ
り
戴
き
、
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し

た
。
和
や
か
な
宴
と
な
り
、
三
十
年
度
へ
の
一
層

の
努
力
と
発
展
を
願
い
、
伊
藤
仙
游
副
理
事
長
の

閉
会
の
辞
に
よ
り
会
は
閉
じ
ま
し
た
。

講　

師　

春
日
井
市
道
風
記
念
館
館
長　

落 

合　

 

哲 

氏

演　

題　
「
小
野
道
風
は
こ
ん
な
人
だ
っ
た
」

　

二
月
十
八
日（
日
）名

古
屋
観
光
ホ
テ
ル
曙
東

の
間
に
お
い
て
春
日
井

市
道
風
記
念
館
館
長
・

落
合
哲
先
生
を
お
迎
え

し
て
「
小
野
道
風
は
こ

ん
な
人
だ
っ
た
」
と
い

う
演
題
で
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
会
員
の
方
々
と

中
日
新
聞
社
告
に
よ
る

応
募
者
を
含
め
て
四
二

七
名
と
な
り
、
準
備
し

た
席
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

　

春
日
井
市
が
誕
生
の
地
（
伝
承
）
と
さ
れ
る
三
蹟
の
ひ
と
り
小
野
道
風
の
ひ

と
と
な
り
を
伝
承
や
文
献
資
料
を
も
と
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
お
話
が
進
み

ま
し
た
。
そ
し
て「
道
風
が
花
札
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
何
故
か
」「
名
前
は

ト
ウ
フ
ウ
・
み
ち
か
ぜ
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
」
等
の
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

終
了
後
参
加
者
か
ら
「
講
演
時
間
が
短
く
感
じ
、
充
実
し
た
ひ
と
時
で
し
た
」

と
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
中
に
も
拘
わ
ら
ず
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
落
合
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

祝
賀
懇
談
会
を
開
催
し
て祝賀懇談会風景

日展特選の川合玄鳳、鈴木立齋先生

名誉会長代行 樽本樹邨先生に
よる乾杯

落 合 　 哲 先生

平 成 2 9 年 度 評 議 員 会 ・ 講 演 会
改組新第4回日展入賞・入選、読売書法展受賞者 祝賀懇談会 開催
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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
月
三
十
一
日（
火
）

　

行　

先　

飯
田

　

参
加
者　

三
十
八
名

◉
研
究
会

　

日　

時　

三
月
二
十
一
日（
水
）

　

会　

場　

安
城
市
民
会
館

　

参
加
者　

一
〇
八
名

謝
、
感
謝
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

支
部
集
会
で

は
、
関
根
理
事

長
の
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

耳
鼻
咽
喉
科
の

柘
植
勇
人
氏
を

講
師
に
お
招
き

し
「
笑
い
と
健

康
の
お
話
と
落
語
」
と
題
し
て
ご
講
演
。
眠

気
も
吹
っ
と
び
笑
い
の
絶
え
な
い（
漫
談
？
）

を
聴
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
城
市
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
梵ぼ
ん

迦が

」
に

よ
る
力
強
い
演
奏
で
幕
開
け
。支
部
功
労
者
、

学
生
展
協
力
者
、
協
賛
業
者
に
表
彰
状
・
記

念
品
を
贈
呈
。
中
日
新
聞
岡
崎
支
局
長
村
瀬

力
氏
に
壇
上
に
て
会
員
か
ら
の
善
意
十
万
円

を
社
会
福
祉
に
寄
託
致
し
ま
し
た
。

　

鬼
頭
名
誉
副
会
長
・
支
部
佐
々
木
顧
問
よ

り
ご
祝
辞
を
賜
り
、
伊
藤
常
任
顧
問
の
乾
杯

の
ご
発
声
。
参
加
者
一
四
〇
名
が
歓
喜
に
包

ま
れ
た
一
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

益
々
の
支
部
の
発
展
を
祈
念
し
、
締
め
は
支

部
髙
橋
顧
問
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
若
年

層
、
増
加
す
る
高
齢
者
、
現
在
会
員
四
百
名

弱
。厳
し
い
社
会
情
勢
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

新
た
に
気
を
引
き
締
め
事
務
局
一
丸
と
な
っ

て
支
部
運
営
に
邁
進
す
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま

す
。

催
。
特
別
展
と
し
て
企
画
委
員
に
よ
る
小
作

品
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

二
百
人
を
超
え
る
出
品
者
、
そ
し
て
千
人
近

い
来
場
者
が
あ
り
、
皆
様
の
お
陰
で
盛
会
に

終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
二
十
五
日
に
は
岡
崎
商
工
会
議

所
に
て
記
念
式
典
を
施
行
。
本
部
よ
り
鬼
頭

名
誉
副
会
長
、
伊
藤
常
任
顧
問
、
関
根
理
事

長
、伊
藤
・
松
下
副
理
事
長
、大
池
事
務
局
長
、

梶
山
・
村
瀬
・
山
内
各
理
事
、
林
田
・
井
口
・

髙
根
各
支
部
長
の
ご
臨
席
を
頂
き
ま
し
て
感

　

こ
の
度
、
西
三
河
支
部
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
二
年
八
月
各
会
派
を
結
集
し
た

団
体
と
し
て
発
足
。
当
初
は
会
員
数
三
十
六

名
と
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
五

十
年
。
現
在
の
確
固
た
る
西
三
河
支
部
を
築

く
事
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
歴
代
の
支
部
長

初
め
会
員
一
人
一
人
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
五
日
迄
、
岡
崎

市
美
術
館
に
て
第
五
十
回
記
念
会
員
展
を
開

西 三 河 支 部 創 立 50 周 年

第50回記念会員展
（ 2月21日～25日）

記念式典
　支部長挨拶

功労者表彰

万歳三唱

講　演　会

研　究　会 研　修　旅　行

支
部
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

西
三
河
支
部
長
　
山

口

律

舟


